
 

一体となって感動を共有できた文化祭 
                           校長 大 村 浩 喜 

 

全校生徒がそろい、対面形式で文化祭を

開催できたのは実に４年ぶりのことです。

保護者や地域の方も含め、全員が同じ場所

で、同じ時間に、同じ演技を見て会場が一

体となって感動を共有できたことが今年

の文化祭の大きな収穫です。こうした当た

り前に感謝しながら、貴重な 1日を過ごし

ました。 

開祭式は、生徒会による工夫を凝らした

映像でオープニングを迎え、続く７組太鼓

では堂々とした発表に大きな拍手が送ら

れました。各学年の演劇では、迫真の演技があふれ、笑いあり、涙あり、感動ありで、

あっという間に時間が過ぎました。また、ステージ発表では、ダンスや寸劇、合唱や

演奏などで大いに盛り上がりました。 

午後からの有志による和光企画では、様々なパフォーマンスがステージ上で繰り広

げられ、会場は熱気に包まれました。また、作品展示部門では、１年生「未来につな

がる日本をテーマにしたモザイク壁画」２年生「四季折々をテーマにした行灯」３年

生「野球場をテーマにした空間展示」をはじめ、クリエイティブ部、美術工芸部、教

科作品など、力作がずらりとそろい、文化祭に花を添えました。そして、閉祭式では、

吹奏楽部の迫力あふれる和光サウンドとスペシャルゲストのコラボでフィナーレを

迎えました。 

１日を振り返ってみると、感動の花が咲き誇り、今年のスローガンである「百花繚

乱」にふさわしい文化祭となりました。生徒の皆さんが得た達成感をこれからも大切

にしながら、次のステージに進んでほしいものです。今回の文化祭を大成功に導いた

生徒会の皆さん、各部門の責任者の皆さ

ん、学年や学級で共に頑張った仲間に感

謝の気持ちをもち、これからも相手のよ

さに気付き、感動できる人であってほし

いと願っています。 

終わりになりますが、保護者の皆様に

おかれましては、ご観覧と温かい拍手を

いただきましたこと、あわせて昼食時

PTA でご協力いただきましたことに心よ

り感謝申し上げ、お礼の言葉といたしま

す。 
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１０／２(月) 教育相談～１０(火) 

       冬服完全実施 

   ３(火) 選挙告示 

 １日授業参観日(２年) 

   ４(水) １日授業参観日(３年) 

５(木) １日授業参観日(１年) 

６(金) 英語検定② 

  １１(水) 学年会議 

  １２(木) 学力テスト総合Ｂ(３年) 

  １３(金) 全体研修 

 

  １７(火) 生徒会役員選挙 

  １８(水) 全体研修 

  １９(木) 職員会議 

 インターンシップ受入 

  ２３(月) 英検 IBA(全学年) 

  ２７(金) 認証式 

全協・常任委員会・業務監査 

       テスト前部活動停止 

  ３０(月) 定期テスト②～３１(火) 

１１／６(月) 校内研究大会 

  １０(金) 進路説明会(全学年保護者可) 

  １７(金) 職員会議 

＜１０月～１１月の主な行事＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新人戦等の大会結果＞ 

≪陸上≫ 札幌市にて全道大会開催 

男子走高跳       準優勝 

≪卓球≫ 苫小牧市にて選手権大会開催 

【ジュニアの部 男子個人戦】 

 全道大会(苫小牧市)出場 

【カデットの部 男子個人戦】 

 全道大会(釧路市)出場権獲得 

お願い 

欠席や遅刻などの連絡に係るお願いです。 

①さくら連絡網で連絡の場合 

・当日入力は朝 7:50〆切です 

・入力開始は当日の早朝何時からでも、ま

たは前日からでも可能です 

②電話の場合 

 ・朝 8:00までにお願いします 

8:00 に学校全体で欠席生徒等の情報を確

認し、連絡がなく登校していない場合は、す

べてのご家庭に確認の電話連絡をさせてい

ただいております。 

可能な限り、上記①さくら連絡網での対応

にご協力をよろしくお願いいたします。 

心が変われば世界が変わる 

９月５日(火)、青森県黒石市から井筒悟氏を

講師にお招きして全校道徳を行いました。 

岩手県釜石市在住時、東日本大震災の被災経

験がある井筒氏は、生徒たちに「生きているだ

けで素晴らしい」「あなた一人がいなければこ

の世界は成り立たない」「何でもない毎日が一

番幸せ」とメッセージを送り、 

ご自身が日々口にしている言葉と 

して「嬉しい・楽しい・幸せ、愛 

してる・大好き・ツイてる、あり 

がとう」という前向きな言葉を紹 

介してくれました。 

緑豊建設 様に感謝 

 体育館横にあるテニスコート。コートの凸凹

や水はけの悪さに悩まされてきましたが、この

度、緑豊建設様が約１週間をかけて、整地・転

圧・測量等の修繕作業を無償で行ってくれまし

た。 

 テニス部の皆さん、感謝の気持ちを忘れるこ

となく、プレーで恩返しをしていきましょう。 

合同避難訓練実施 

 ９月６日(水)、胆振防災教育デーに藤幼稚園

と一緒に合同避難訓練を行いました。 

 今回は「地震が発生した後、津波警報が発令

され、校舎３階に避難する」という訓練でした。 

実際に津波警報が発令された場合、地域の方

も西棟校舎３階まで避難してきます。 

万が一の有事の際も、大原則は「自分の命は

自分で守る」「落ち着いて行動をする」です。 


